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起動パラメーターファイル（*.xdnp）の作成 

このファイルを直接ダブルクリックすると、起動直後、指定されたファイルの読み込みやクライアント起動時に 

表⽰されるサーバーへの接続ダイアログを省略する等パラメーターの指定内容に応じて動作します。 

利⽤者は、各ファイルの所在を意識せず、必要な情報を読み込むことができます。売上確認⽤、在庫確認⽤など 

⽬的別に作成しておくと便利です。 

 

クライアントツールまたは管理ツールのファイルメニューから、「パラメーターファイル…」を選択し、[パラメーター
ファイル設定]ダイアログを呼び出し、XDNP ファイルを作成します。 

 

 

  

対象のデータファイル

（*.csv/xdsf/ecox）とテンプレートファ

イル（*.dtmx）を指定します。 

テンプレートファイルの指定を省略する

ことも可能です。 

「パラメーターファイル…」がグ

レーアウトになっている場合は、

管理ツール側で有効になるように

設定変更が必要です。（後述） 

サーバーへの接続ダイアログを省

略する場合、ユーザー名とパスワ

ードを入力します。Personal 版は

不要です。 

名前をつけて、XDNP ファイルとして保存します。 

これをダブルクリックまたは DataNature クライアントのシ

ョートカットへドラッグ&ドロップして起動すると、指定し

たデータファイルとテンプレートファイルを自動的に読み

込みます。 
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起動パラメーターファイル作成の許可 

クライアントサーバー版をご利⽤の場合は、前述の[パラメーターファイル設定]ダイアログを呼び出す 

メニューがグレーアウトになっています。これを有効にするため、管理ツールのセキュリティ設定で 

この機能の使⽤を許可する設定を事前に⾏う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他システムのメニューから起動する 

下記のようにクライアントツールの実⾏形式ファイルと半⾓スペース⼀つ、XDNP ファイルのフルパスを引数として
設定し、他のシステムのメニューから起動させることも可能です。 

 

"C:¥Program Files¥DataNature Smart v4¥Client¥XDANAE.exe" ¥¥172.x.x.x¥G 共有¥受注確認.xdnp 

  

対象のユーザーのプロパティを開き、

「□パラメーターファイル作成機能を

有効にする」にチェックを入れ、OK で

閉じます。 


